
飯
名
弁
天
さ
ま﹇
飯
名
神
社
﹈（
臼
井
地
区
）

　
　
　
　
　
　
　
氏
子
総
代
　
森
田
源
美

　
古
来
筑
波
山
麓
の
臼
井
に
鎮
座
し
、
祭

神
は
、
「
宇
気
母
知
三
座
（
保
食
神
）
」

で
、
通
称
「
臼
井
の
弁
天
様
」
と
尊
称
さ

れ
、
大
祭
は
旧
正
月
の
初
巳
（
本
年
2
月

28
日
）
に
行
わ
れ
、
「
福
来
神
」
と
し
て

信
仰
す
る
崇
拝
者
が
多
く
、
家
内
安
全
・

営
業
繁
昌
・
農
産
の
豊
穣
の
ご
祈
祷
に
加

え
、
最
近
は
子
授
か
り
の
効
高
い
と
ご
祈

祷
を
受
け
る
若
夫
婦
が
多
い
。
だ
る
ま
市

や
各
種
露
天
商
が
参
道
に
何
十
軒
も
揃
う

盛
大
な
祭
礼
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
金
色
姫
伝
説
の
地
、
す
そ
み
の
里
の

正
月
は
厳
か
に
静
か
に
過
ぎ
る
。
男
達

は
正
月
三
箇
日
、
神
へ
の
供
え
と
祈
り
、

祝
膳
の
整
え
、
お
雑
煮
作
り
と
す
べ
て

を
執
り
仕
切
る
。
一
年
の
家
内
安
全
・

無
病
息
災
、
豊
か
な
実
り
へ
の
祈
り
を

執
り
行
う
男
達
の
役
割
は
大
き
い
。

　
醤
油
味
で
角
餅
の
お
雑
煮
は
各
家
庭

の
大
切
な
伝
統
の
味
で
あ
り
、
油
揚
げ

と
ね
ぎ
、
ね
ぎ
と
椎
茸
と
ほ
う
れ
ん
草
、

け
ん
ち
ん
と
様
々
で
あ
る
。
祝
膳
に
は

田
作
り
、
黒
豆
、
昆
布
巻
を
中
心
に
キ

ン
ピ
ラ
や
野
菜
の
煮
物
な
ど
畑
で
採
れ

た
野
菜
の
、
質
素
だ
が
愛
情
あ
ふ
れ
た

品
々
が
並
ぶ
。

　
お
屠
蘇
を
祝
っ
た
後
は
ま
ず
蚕
影
神

社
へ
の
お
参
り
、
そ
れ
か
ら
は
普
門
寺
、

筑
波
山
神
社
、
笠
間
稲
荷
参
詣
な
ど
、

家
々
の
お
参
り
は
異
な
る
が
三
箇
日
は

祈
り
の
日
々
で
あ
り
、
大
人
も
子
供
も

静
か
な
時
を
過
ご
す
。
年
始
の
挨
拶
は

四
日
か
ら
始
ま
り
、
親
戚
が
尋
ね
来
る

の
も
こ
の
日
か
ら
で
あ
る
。
思
い
出
の

正
月
は
新
た
な
年
へ
の
静
か
な
祈
り
の

時
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
今
な
お
こ
の
姿

は
引
継
が
れ
て
い
る
家
が
多
い
と
70
代

の
人
達
は
語
る
。
石
井
博
子（
神
郡
地
区
）飯名神社

は
つ
み

ふ
く
ら
い
し
ん

う
け
も
ち
の
か
み
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あのときのすそみ「お正月の思い出」

す
そ
み
流
歳
迎
え
事
情

蚕
影
神
社
の
お
正
月
　
（
館
地
区
）

　
　
　
　
　
　
　
氏
子
総
代
　
飯
田
善
一

　
深
閑
と
し
た
山
々
に
囲
ま
れ
た
蚕
影
神

社
は
、
金
色
姫
伝
説
や
養
蚕
発
祥
の
地
と

し
て
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
日
本
一
社
の
神

社
で
す
。
拝
殿
や
石
垣
、
二
百
十
五
段
の

石
段
は
、
隆
盛
時
代
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

元
日
祭
に
は
、
拝
殿
に
参
拝
者
が
集
い
、

宮
司
の
祝
詞
と
太
鼓
の
音
が
静
寂
な
境
内

に
響
き
渡
り
ま
す
。
地
元
住
民
の
安
泰
を

祈
願
す
る
祭
事
が
厳
粛
な
中
に
行
わ
れ
、

心
新
た
に
一
年
の
始
ま
り
で
す
。
お
蚕
様

は
、
私
達
の
生
命
を
繋
ぎ
、
豊
か
さ
と
国

の
発
展
と
い
う
恩
恵
を
授
け
て
下
さ
い
ま

し
た
。
自
然
の
恵
み
へ
の
感
謝
の
念
を
忘

れ
ず
、
地
元

の
皆
様
方
と

力
を
合
わ
せ

て
蚕
影
神
社

を
守
っ
て
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

蚕影神社

普門寺

普
門
寺
鐘
つ
き
堂

普
門
寺
除
夜
の
鐘
　
（
神
郡
地
区
）

　
　
　
　
　
　
普
門
寺
住
職
　
遮
那
宥
弘

　
日
本
仏
教
史
の
中
で
常
陸
国
で
中
心
的

役
割
を
果
た
し
て
き
た
普
門
寺
の
興
隆
発

展
を
願
い
、
誇
り
を
も
っ
て
協
力
を
た
ま

わ
り
、
老
朽
化
し
た
寛
政
年
間
再
建
の
鐘

楼
堂
が
再
々
建
さ
れ
ま
し
た
。
第
二
次
世

界
大
戦
末
期
に
供
出
し
た
梵
鐘
も
名
工
小

田
部
氏
の
手
に
よ
り
、
口
径
三
尺
、
高
さ

五
尺
五
寸
、
重
さ
千
kg
の
大
き
く
立
派
な

も
の
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
13
年
春
の

の
こ
と
で
す
。
以
後
、
大
晦
日
に
壇
信
徒

皆
様
方
に
ご
参
詣
い
た
だ
き
、
行
く
年
を

回
顧
し
、
来
る

年
に
夢
と
希
望

を
た
く
し
て
、

に
ぎ
に
ぎ
し
く

除
夜
の
鐘
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
記

整
理
券
発
行
　
午
後
11
時

順
番
抽
選
　
　
午
後
11
時
15
分

一
番
鐘
　
　
　
午
後
11
時
45
分

鐘
つ
き
作
法

　
つ
き
台
に
立
っ
て
、
ま
ず
合
掌
、
黙
礼
、

つ
き
終
っ
て
心
静
か
に
余
韻
を
楽
し
み
な

が
ら
再
び
合
掌
、
黙
礼
し
、
次
の
真
言
等

を
口
ず
さ
み
諸
祈
願
を
す
る
。

イ
、
ア
ビ
ラ
ウ
ン
キ
ャ
ン

　
　
バ
ザ
ラ
タ
ド
バ
ン

ロ
、
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
ツ

ハ
、
ナ
ム
タ
イ
シ
ヘ
ン
ジ
ョ
ウ
コ
ン
ゴ
ウ

い
づ
れ
か
一
返
で
も
よ
い
。
こ
の
よ
う
に

し
て
次
の

番
の
人
に

バ
ト
ン
タ

ッ
チ
す
れ

ば
程
よ
い

間
合
と
な

る
。

介護のことなら「豊浦」に
おまかせください

「すそみの田井お宝発見！マップ」より

ひ
た
ち
の
く
に

「
す
そ
み
の
田
井
お
宝

発
見
！
マ
ッ
プ
」
は
、

平
成
17
年
度
つ
く
ば
市

地
域
資
源
活
用
事
業
の

一
環
と
し
て
つ
く
ら
れ
、

筑
波
ふ
れ
あ
い
の
里
で

配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
す
そ
み
」
の
人
々
が

自
ら
選
ん
だ
景
勝
地
を

手
づ
く
り
の
道
標
を
た

ど
り
な
が
ら
歩
く
と
、

ま
た
違
っ
た
筑
波
山
の

よ
さ
が
発
見
で
き
ま
す
。

※
「
す
そ
み
ろ
く
」
は
「
都

市
と
農
村
を
む
す
ぶ
結
（
ゆ

い
）
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
一
環
と
し
て
、
三
井
物
産

環
境
基
金
か
ら
一
部
助
成
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

※
「
す
そ
み
ろ
く
」
は
協
賛

会
員
や
筑
波
山
周
辺
施
設
等

で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

●
神
郡
の
店
蔵
を
お
か
り
し
て
事
務
所
を

構
え
、
三
度
目
の
冬
。
火
鉢
、
薪
ス
ト
ー

ブ
…
と
悪
戦
苦
闘
の
冬
仕
度
も
、
大
切
な

愉
し
み
の
う
ち
。
そ
し
て
何
よ
り
の
愉
し

み
は
、
こ
こ
か
ら
望
む
筑
波
山
の
雄
姿
と

で
っ
か
い
夕
陽
！
（
居
島
真
紀
）
　
　

●
「
よ
か
っ
た
ら
食
べ
て
」、畑
帰
り
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
野
菜
を
い
た
だ
く
。

「
ト
マ
ト
の
よ
こ
め
取
っ
た
ほ
う
が
い
い

よ
」
と
畑
の
お
世
話
も
教
え
て
も
ら
っ
た
。

「
こ
ん
に
ち
は
ー
」
と
小
学
生
達
。
つ
く

ば
道
は
今
日
も
元
気
で
、
ま
た
わ
た
し
も

が
ん
ば
れ
そ
う
。
（
上
野
弥
智
代
）

（
聞
き
手
：
里
山
建
築
研
究
所
　
居
島
、
上
野
）

す
そ
み
歳
事
記

１月

関東旅行センター

と
し

　
農
事
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
あ
り

ま
す
。
年
間
を
通
し
て
こ
の
行
事
を
現
在
で
も

多
く
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
神
郡
在
住
の
櫻
井

誠
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

1
〜
３
日
　
男
の
炊
事
、
お
雑
煮

　
　
　
　
　
朝
の
お
雑
煮
づ
く
り
を
は
じ
め
と

　
　
　
　
　
し
て
、
男
が
炊
事
を
す
る
。

２
日
　
　
　
仕
事
始
め（
初
荷
）、蕎
打
ち

３
日
　
　
　
山
入
り

　
　
　
　
　
山
に
入
り
薪
と
松
、
な
ら
せ
モ
チ

　
　
　
　
　
用
の
ナ
ラ
の
枝
を
と
り
に
い
く
。

　
　
　
　
　
あ
げ
も
の
は
酒
、
塩
、
米
、
の
し

　
　
　
　
　
餅
、
お
こ
ぜ
、
塩
引
き
鮭

７
日
　
　
　
七
草
粥（
鳥
追
之
行
事
）

11
日
　
　
　
鍬
入
れ

　
　
　
　
　
朝
日
が
出
る
前
に
、
「
カ
ラ
ス
、

　
　
　
　
　
カ
ラ
ス
」
と
唱
え
な
が
ら
田
畑
に

　
　
　
　
　
入
り
、
マ
ン
ノ
ウ
で
３
回
お
こ
す
。

14
日
　
　
　
な
ら
せ
モ
チ
、
繭
玉

　
　
　
　
　
稲
作
の
豊
作
を
祈
願
し
た
な
ら
せ
モ
チ

　
　
　
　
　
養
蚕
の
豊
作
を
祈
願
し
た
繭
玉

15
日
　
　
　
小
豆
粥（
松
引
き
粥
）、ヌ
ル
デ
箸

　
　
　
　
　
ヌ
ル
デ
で
箸
を
つ
く
り
、
そ
の
箸

　
　
　
　
　
で
小
豆
粥
を
食
べ
る
。

16
日
　
　
　
大
斎
日（
物
忌
の
日
）

　
　
　
　
　
農
家
の
仕
事
を
休
む
日

18
日
　
　
　
馬
頭
観
世
音
参
り

20
日
　
　
　
20
日
正
月（
裏
正
月
）
、
な
ら
せ

　
　
　
　
　
モ
チ
降
ろ
し

　
　
　
　
　


